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【『人新世の「資本論」』、次なる実践へ！

斎藤幸平、渾身のプロジェクト】

戦争、インフレ、気候変動。資本主義が

もたらした環境危機や経済格差で「人新

世」の複合危機が始まった。

国々も人々も、生存をかけて過剰に競争

をし、そのせいでさらに分断が拡がって

いる。崖っぷちの資本主義と民主主義。

この危機を乗り越えるには、破壊された

「コモン」（共有財・公共財）を再生し、

その管理に市民が参画していくなかで、

「自治」の力を育てていくしかない。

『人新世の「資本論」』の斎藤幸平をは

じめ、時代を背負う気鋭の論客や実務家

が集結。危機のさなかに、未来を拓く実

践の書。
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